様式第１号
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年１月１１日
　岐阜県知事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　岐阜市薮田南２－１－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業主体名　恵みの森づくりの会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名   代表　森野　めぐみ     　 
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　　令和４年度清流の国ぎふ地域活動促進事業　応募申請書
　下記の活動を実施したいので、清流の国ぎふ地域活動促進事業に応募します。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　１　事業名
恵みの森づくり推進事業
　　２　活動計画書
様式第２号　活動計画書

実施箇所の位置図、過去の活動状況の写真など
様式第２号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年１月１１日
清流の国ぎふ地域活動促進事業　活動計画書
１　申請団体等概要
	整理番号
（記入不要）
	

	事業名
	恵みの森づくり推進事業

	団体等名
	恵みの森づくりの会

	代表者氏名
	代表　森野　めぐみ
	構成員数
	         １５ 人

	所在地
	〒５００－８５７０　岐阜市薮田南２－１－１

	設立年月日
	　平成２５年　４月　１日（済　・　見込）　※いずれかに○を付してください

	設立目的

	規約のとおり

	活動分野
活動内容

	（地域活動支援事業のことに限らず幅広く記載してください。）
・岐阜市薮田地内における里山林の整備
・岐阜市薮田地内での木のおもちゃ体験
・県内各地での森づくり活動の支援
・里山整備の担い手づくり　等

	過去の具体的活動実績

	・里山林整備活動　５～６回/年（平成２５年～）

場所：岐阜市薮田地内、参加者数：平均２０人
・木のおもちゃ体験　２回/年（平成２６年～）
　　場所：岐阜市薮田地内、参加者数：平均３０人
・間伐体験　２～３回/年（平成３０年～）
　　場所：岐阜市薮田地内、参加者数：平均１０人
・木育キャンプ　２回/年（令和元年８月実施）
　　場所：岐阜市薮田地内他、参加者数：各２０人
　　内容：森林の危険生物に関する学習、森林散策ツアー　等

	事務局職氏名
	事務局長　森野　あすは

	事務局連絡先

	住　所：〒５００－８５７０
　　　　岐阜市薮田南２－２－２
電　話：０５８－２７２－１１１１
携　帯：０９０－○○○○－○○○○
ＦＡＸ：０５８－２７８－２７０２
E-mail：c11513@pref.gifu.lg.jp


　　
※規約又は会則及び構成員名簿、団体等をＰＲできる資料があれば、該当書類を添付のこと。

　　※「設立目的」及び「活動分野　活動内容」の欄は、添付する規約等でその内容が把握できる場合は「規約のとおり」等と記載し、詳細の記入を省略してもよい。
２　応募活動内容
	
	整理番号
(記入不要)
	

	実施期間
	　令和４年　４月３０日　～　　令和５年　２月１０日

	実施場所
	　　岐阜市薮田地内

	土地所有者の
同意
	有　・　無　　　　見込み（  　　月　　　日）

	事業分野
※該当する事業分野に○を付ける
	〇
	１　県民参画を促進する森づくり・川づくりの活動

	
	
	２　水環境や生物多様性の保全を目指す活動

	
	〇
	３　子どもたちのための森づくり・川づくりの活動

	
	
	４　上記１～３の活動の中で特に対策が必要である課題に対してモデル的に行われる活動

	事業の目的
	（事業実施の背景及びその必要性を記入してください。）

	　岐阜市薮田周辺では、長年放置されてきた里山林が荒れ放題となっており、不法投棄が行われるなど住民の生活環境上の問題となっている。
　そのため、このあたりの里山を整備することで住民の生活環境の改善を図るとともに、整備によって得られた木材を使い、森林環境教育などを実施することで、子どもたちに整備の必要性と木材の有効活用の方法について学んでもらい、将来にわたり持続的な森林整備が行われるような意識を育むことを目的とする。

	事業内容
	（下記のすべての項目について具体的に記入してください。）

	○活動内容
　５月　　　　　里山林整備安全講習（１回）
６月～１０月　岐阜市薮田地内での里山林整備（５回）

　　　　　　　　整備した木材を搬出（２回）
　７月～１０月　搬出した木材を材料として、木のスプーンづくりを実施（４回）
　７月～１０月　搬出した木材を薪として加工（３回）
８月、１１月　木のスプーンや薪材を利用しての木育イベントを実施（１日×２回）
※新型コロナウイルス感染防止対策として、国等が示した催物の開催制限や注意事項を遵守する。
○活動準備（広報計画、参加者の募集方法、作業委託方法など）
　広報計画
・当団体のHPやFacebook等を活用し、活動の周知を図る。
・活動の際は、のぼりを活用し、森林・環境税の広報を行う。
参加者の募集方法
・チラシや地区内の回覧板、SNS等、複数のツールを活用する。
・チラシの配布先は、市内の小中学校やスポーツ用品店等を予定。
作業委託方法
・基本的には、構成員及び参加者で里山林整備を行うが、専門的な技術を必要とする危険木については委託を行う。
○活動体制（指導者の配置）

　・里山林整備の前には講師を招聘し、安全講習を行う。
　・参加者の動きを常に把握できるよう、十分に構成員等を配置する。
　・新型コロナウイルス感染防止対策として、参加者の検温を行うほか、活動中は可能な限りマスクの着用やソーシャルディスタンスの確保を行う。
○安全対策（事前の安全確認、ヘルメットなど安全装置の着用、保険の加入など）

　・作業の際はヘルメットの着用を義務付ける。
・森林環境教育と木育イベントではスタッフに救急対応の講習を実施する。
　・ボランティア保険に加入する。

○事業目標（事業量、参加人数など）
　・里山林の整備　面積2.5ha、参加者数延べ100人
　・木のスプーンづくり　４回、参加者数延べ80人
・薪加工作業　３回、参加者数延べ50人
・木育イベント　２回、参加者数延べ70人

○事業効果（直接効果、波及効果）

　・地域の里山林が整備され、生活環境の改善が図られる。
　・里山林整備の重要性と木材の有効活用方法に対する子どもたちの理解が進む。
　・活動に参加したことをきっかけに地域の里山の整備や活用に関心を持つ人が増える。
※必要に応じ別途資料を添付してください。




	収支予算
	（区分、費目ごとに金額を記入してください。）

	（収入）
費　目
事業経費
（円）
内訳
県補助金
646,500
清流の国ぎふ地域活動促進事業補助金
自己財源
106,500
その他の財源
140,000
木育イベント参加料2,000円×70人

合計
893,000
（支出）
区分
費　目
事業経費
（円）
うち補助対象経費
（円）
内訳（単価×数量）
人的経費

賃　金
20,000
20,000
木材搬出作業者
5,000円/日×2人×2日
（1日あたり7時間）
報償費
50,000
50,000
里山林整備安全講習講師
10,000円/日×1人×1日
（1日あたり4時間）
スプーンづくり講師
10,000円/日×1人×4日
（1日あたり4時間）
旅　費
10,000
10,000
里山林整備安全講習講師
1,480円/日×1人×1日
（37円×40km）
スプーンづくり講師
2,130円/日×1人×4日
（公共交通○○駅から○○駅）
小　計
80,000
80,000
その他の
活動経費
需用費
500,000
400,000
鉈、鋸、紙やすり、ガソリン、チラシ印刷費、食料品など（補助対象外）
※別紙のとおり

役務費
85,200
85,200
案内状発送代、イベント保険
※別紙のとおり

委託料
100,000
100,000
里山林整備危険木除去委託
100,000円
使用料及び
賃借料
100,000
100,000
チェーンソーレンタル
　5,000円/日×20日分

工事請負費

原材料費

27,800
27,800
スプーンづくり塗料セット
27,800円

備品購入費

小　計
813,000
713,000
合　計
893,000
793,000
※「内訳」の欄は、必要に応じ別表（単価×数量）を添付すること。
※　設計書、見積書等積算の根拠となる資料を添付すること。

	総事業費
（うち、補助対象経費）
	　　　　893,000　円　（うち、補助対象経費　793,000　円）

	補助金額
	　　　　646,500　円

・　補助対象経費の合計額が５０万円以下の場合
　　　補助金額＝補助対象経費の合計額
・　補助対象経費の合計額が５０万円を超える場合
　　　補助金額＝５０万円＋（補助対象経費の合計額―５０万円）÷２
・　補助金の上限額は、２００万円（第３第１項の（４）に掲げる事業にあっては
２２５万円）と総事業費から参加費その他の収入額を控除した額を比較して少ない方の額

	他への助成申請
	１
	あり（応募先名：　　　　　　　　　　　　）
	２
	なし

	次年度以降の事業計画
	（次年度以降の当該事業の継続予定や事業の拡充の見通しとともに、補助制度終了後の事業継続性について記入してください。）

	　補助制度が終了すると継続は難しいと考えるが、来年度以降も、地域の生活環境が維持できるよう、引き続き住民が主体となって里山の整備を行っていきたい。また、子どもたちへの森林環境教育なども引き続き行っていきたい。



添付資料（応募時と交付申請時で提出するものが同一の場合は交付申請時には添付の省略可）
□事業地位置図及び現況写真
・事業実施場所の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上の地形図
・事業実施場所の状況を明らかにした縮尺5,000分の１以上の概況図及びカラー写真
□その他説明資料
[image: image1.png]




整備予定地の状況

押印は不要です。





団体が当事業を活用し、実施する事業名を記載





様式第１号と同じ事業名





様式第１号と同日





構成員名簿の人数





始期は交付決定後、


終期は３月１０日より前


※支払いまで完了すること








できるだけ簡潔に、箇条書きで記載してください。








保険の加入は必須





新型コロナウイルス感染対策について明記すること





面積、参加人数等、具体的な数字を記載





（賃金・報償費）


一日あたりの活動時間を記載してください。





新型コロナウイルス感染対策に係る最低限の消耗品は補助の対象とすることができます。





整備予定地








